
毎月1日号では、区の政策や取り組みを分かりやすく紹介していきます。
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　杉並区では、新鮮で安心な多品目の野菜や生活に潤いをもたらす花、植木を生産し、その多くを地域に提供（直販）しています。また、学校給食への提供、各地域

で共同即売会の開催など地域に役立つ農業を推進しています。このような農業本来の役割に加え、都市農地は災害時の防災空間、環境保全、農業体験・交流の場など

さまざまな機能を担っています。また、新たな取り組みとして農業と福祉を連携させた農福連携農園（愛称：すぎのこ農園）が4月に全面オープンしました。今号

は、杉並の都市農業についての特集です。区ホームページ（右上2次元コード）と合わせてご覧ください。

 ̶̶問い合わせは、産業振興センター都市農業係☎5347-9136へ｡

～都市空間に広がる農の風景

都市空間に広がる農の風景を大切に 杉並区長　田中 良

　都市部における農地は、地場産の新鮮な農作物の供給に加え、災害時に
おけるオープンスペースや生活に潤い・やすらぎを与える緑地空間の提供
など多面的な役割を担っており、都市農業の振興と都市農地の保全を図る
ことは、本区の住宅都市としての付加価値を高めることにもつながると考え
ています。
　そのため区は、農家が特産物を生産する試みや生産技術を継承するための
支援のほか、地産地消マーケットの支援等に取り組んでまいりました。さら
に近年では、成田西ふれあい農業公園や23区初の農福連携農園となる「すぎ
のこ農園」を開園するなどの取り組みにも注力してきたところです。

　｢すぎのこ農園」では、農作業を通じた障害者等の生きがい創出や若者等
の就労支援のほか、区内福祉施設への農産物の提供も行っています。また、
本年４月には江戸時代中期の区内農家の建物部材を活用した管理棟を整備し
ており、子ども食堂や障害者団体等との協働による食のイベ
ントを開催するなど、より充実した農と福祉の連携事業を実
施していく考えです。
　このように今後とも「都市空間に広がる農の風景」を
大切にした取り組みを進めてまいりますので、区民や
関係者の皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。

■地元野菜デー～学校給食への提供 
　杉並産の野菜を使用した「地元野菜
デー」を実施し、学校給食に提供してい
ます。また、区内の農家による「農」に
関する訪問授業なども行っています。

■防災兼用農業用井戸
　平常時はミネラル豊富な農業用水として利
用され、災害時には近隣住民に生活用水として
提供します。4月現在、区内に22基設置してい
ます。

■農業体験農園～農業指導を受けながら耕作する
　農家の指導を受けながら、区民が農作物の栽培・収穫
を行う農園です。井草（井草5-16）と今川（今川4-12)
の2園があり、農家が運営しています｡

■区民農園～自分で耕作する
　区が区民に畑を貸し出し、自身で野菜や花などを栽培する農園です。
4月現在、6カ所の区民農園があり、3年ごとに
利用者を募集（12月に募集予定。詳
細は、区ホームページをご覧くださ
い）しています。

区内中学校栄養教諭の声
　年に2～3回、区立小中学校で一斉に杉並産の野菜を給食
に使います。新鮮でおいしい野菜を子どもたちに提供でき
ることは、地産地消の良さを伝える絶好の「教材」です。

利用者の声
　園主の方からの丁寧なアドバイスのおかげで、ジャガイモ、
キュウリ、大根、キャベツなど、季節を通してさまざまな野菜
を栽培・収穫することができました。特に取れたてのスイート
コーンや枝豆は絶品です！
　また、定期的に栽培管理の
講習会を開催していただき、
農業や食の大切さについてよ
り一層理解を深めることがで
きました。

■農産物直販マップ
　区内で生産している野菜や花、植木などの直販を
行っている農家と販売作物等の一覧を掲載していま
す。詳細は、区ホームページ（右2次元コード）をご
覧ください。

　気軽に土に触れ合い、農
を「見る｣「楽しむ」ことが
できる区内初の農業公園 
(成田西3-18-9）です。

■成田西ふれあい農業公園～気軽に農を楽しめる

野菜の収穫

体験も開催
！

■

■多目的農園区画
　障害者施設等に新鮮な農産物を提供し、施設の運
営支援に役立ててもらうとともに、区民向けの収穫
体験スペースも設けています。栽培は区民ボラン
ティアに協力いただいています。

■団体農園区画
　障害者施設や保育園等の団体向けに区画を貸し出
し、生きがい創出や健康増進、自然体験などに活用
しています。

■管理事務所棟
　農家だった古民家の所有者から寄贈いただいた、
はり
梁や建具などの部材を使用して整備し、畑とともに
かつての「杉並の農の風景」を創出しました。

　農業と福祉が連携し障害者や高齢者の生きがいの創出、就労支
援などにつなげる「農福連携農園」（愛称：すぎのこ農園）が4
月に全面オープンしました。
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■
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オープンスペース等の役割を果たします。

■良好な景観形成と環境保全
　ヒートアイランド現象の緩和、雨
水の保水等のほか、都市住民の生活
に潤いとやすらぎをもたらします。

■

  23区で

初!

●所 在 地：井草3-19-23
●開園時間：午前9時～午後5時
●休 園 日：原則土・日曜日、祝日、年末年始
●電　　話：5303-9835
●アクセス：
西武新宿線「井荻駅」（北口）徒歩8分、関東バス（阿佐ケ谷
駅（北口）・中村橋駅間、阿03）（阿佐ケ谷駅（北口）・石神
井公園駅（南口）間、阿50）「八成小学校」下車徒歩3分

●そ の 他：農園の見学を希望する方はお問い合わせください

杉並産朝採り野菜などの即売会
■時7月2日㈮・9日㈮午前10時～午後3時　■場 区役所中杉通り
側入り口前　■問 産業振興センター都市農業係☎5347-9136
■他 売り切れ次第終了。マイバッグ持参

杉並の農家が輝いている「杉並農人」
　食や農の大切さを伝えている杉並の農業者を「杉並農
人」と呼び、区内の農家を紹介している情報誌です。産業
振興センター（上荻1-2-1Daiwa荻窪タワー2階)、区役所1
階ロビーほかで配布しています。区ホームページ（右2次
元コード）からもご覧になれます。
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防災防災 環境環境

農業農業 福祉福祉 福祉との連携が
未来につながる！
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